
数 学 Ⅰ
（全 問 必 答）

第１問 （配点 ２５）

〔�〕

 xを実数とし

A＝ x（x＋�）（x＋�）（�－ x）（�－ x）（�－ x）

とおく。整数 nに対して

（x＋ n）（n＋�－ x）＝ x（�－ x）＋ n２＋ ア n

であり，したがって，X＝ x（�－ x）とおくと

A＝ X��X＋ イ 	


�
�X＋ ウエ 	




と表せる。

x＝
５＋�１７
� のとき，X＝ オ であり，A＝２

カ
である。

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

― ４ ― （２１０４―４）



 実数 xが

（x＋�）（x＋�）（�－ x）（�－ x）＝－１６

を満たすとき，x（�－ x）＝ キクケ である。したがって，このとき

x＝
コ ±�サシ

ス

である。
（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５ ― （２１０４―５）



〔�〕

 全体集合 Uを U＝｛x�xは２０以下の自然数｝とし，次の部分集合

A，B，Cを考える。

A＝｛x�x∈ Uかつ xは２０の約数｝

B＝｛x�x∈ Uかつ xは�の倍数｝

C＝｛x�x∈ Uかつ xは偶数｝

集合 Aの補集合を Aと表し，空集合を〇／と表す。

次の セ に当てはまるものを，下の�～�のうちから一つ選べ。

集合の関係

 A⊂ C

 A∩ B＝〇／

の正誤の組合せとして正しいものは セ である。

� � � �

 正 正 誤 誤

 正 誤 正 誤

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ６ ― （２１０４―６）



次の ソ に当てはまるものを，下の�～�のうちから一つ選べ。

集合の関係

 （A∪ C）∩ B＝｛�，１２，１８｝

 （A∩ C）∪ B＝ A∩（B∪ C）

の正誤の組合せとして正しいものは ソ である。

� � � �

 正 正 誤 誤

 正 誤 正 誤

 実数 xに関する次の条件 p，q，r，sを考える。

p：�x－��＞�， q： x＜�， r： x＞	， s：�x２ ＞	

次の タ ， チ に当てはまるものを，下の�～�のうちからそ

れぞれ一つ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

qまたは rであることは，pであるための タ 。また，sは rであ

るための チ 。

� 必要条件であるが，十分条件ではない

� 十分条件であるが，必要条件ではない

� 必要十分条件である

� 必要条件でも十分条件でもない

数学Ⅰ

― ７ ― （２１０４―７）



第２問 （配点 ２５）

aを正の実数とし

f（x）＝ ax２－�（a＋�）x－�a＋２１

とする。�次関数 y＝ f（x）のグラフの頂点の x座標を pとおくと

p＝ ア ＋
イ

a

である。

 �≦ x≦�における関数 y＝ f（x）の最小値が f（�）となるような aの値の範
囲は

�＜ a≦ ウ

である。

また，�≦ x≦�における関数 y＝ f（x）の最小値が f（p）となるような aの
値の範囲は

エ ≦ a

である。

したがって，�≦ x≦�における関数 y＝ f（x）の最小値が�であるのは

a＝
オ

カ
または a＝

キ ＋�クケ

コ

のときである。
（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ８ ― （２１０４―８）



 関数 y＝ f（x）のグラフが x軸と異なる�点で交わるのは

�＜ a＜
サ

シ
または ス ＜ a

のときである。この二つの交点の間の距離を Lとする。�＜ L＜�となるよ

うな aの値の範囲は

セ

ソ
＜ a＜

タ －�チツ

テ
，

ト ＋�ナニ

ヌ
＜ a

である。

数学Ⅰ

― ９ ― （２１０４―９）



第３問 （配点 ３０）

�ABCにおいて，AB＝�，BC＝�２１，AC＝�とする。

 このとき

cos∠BAC＝
ア

イ
， sin∠BAC＝�

ウ

エ

である。
（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １０ ― （２１０４―１０）



 点 Cから辺 ABに下ろした垂線を CHとするとき，AH＝ オ ，

CH＝� カ である。また，線分 CH上に AH＝ HDを満たす点 Dをと

るとき，AD＝ キ � ク ，CD＝� ケ － コ であるから

�ACDの面積＝� サ － シ

であり

sin∠CAD＝�
スセ － ソ � タ

チ

である。したがって，�ACDの外接円の半径は
ツ � テ

ト
であ

る。また，辺 ABの中点を Eとし，直線 ADと辺 BCの交点を Fとすると

�ACFの面積
�AEFの面積 ＝

� ナ － ニ

ヌ

である。

数学Ⅰ

― １１ ― （２１０４―１１）



第４問 （配点 ２０）

ある陸上競技大会に出場した選手の身長（単位は cm）と体重（単位は kg）のデー

タが得られた。男子短距離，男子長距離，女子短距離，女子長距離の四つのグ

ループに分けると，それぞれのグループの選手数は，男子短距離が３２８人，男子

長距離が２７１人，女子短距離が３１９人，女子長距離が２６３人である。

 次ページの図�および図�は，男子短距離，男子長距離，女子短距離，女子

長距離の四つのグループにおける，身長のヒストグラムおよび箱ひげ図であ

る。

次の ア ， イ に当てはまるものを，下の�～�のうちから一つず

つ選べ。ただし，解答の順序は問わない。

図�および図�から読み取れる内容として正しいものは， ア ，

イ である。

� 四つのグループのうちで範囲が最も大きいのは，女子短距離グループであ

る。

� 四つのグループのすべてにおいて，四分位範囲は１２未満である。

� 男子長距離グループのヒストグラムでは，度数最大の階級に中央値が入っ

ている。

� 女子長距離グループのヒストグラムでは，度数最大の階級に第�四分位数

が入っている。

	 すべての選手の中で最も身長の高い選手は，男子長距離グループの中にい

る。


 すべての選手の中で最も身長の低い選手は，女子長距離グループの中にい

る。

� 男子短距離グループの中央値と男子長距離グループの第�四分位数は，と

もに１８０以上１８２未満である。
（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １２ ― （２１０４―１２）
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（出典：図�，図�はガーディアン社のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １３ ― （２１０４―１３）



 身長を H，体重をWとし，Xを X＝��
H
１００
�
�
２

で，Zを Z＝
W
X
で定義す

る。次ページの図�は，男子短距離，男子長距離，女子短距離，女子長距離の

四つのグループにおける XとWのデータの散布図である。ただし，原点を通

り，傾きが１５，２０，２５，３０である四つの直線 l１，l２，l３，l４も補助的に描いて

いる。また，次ページの図�の，，，で示す Zの四つの箱ひげ図

は，男子短距離，男子長距離，女子短距離，女子長距離の四つのグループのい

ずれかの箱ひげ図に対応している。

次の ウ ， エ に当てはまるものを，下の�～	のうちから一つず

つ選べ。ただし，解答の順序は問わない。

図�および図�から読み取れる内容として正しいものは， ウ ，

エ である。

� 四つのグループのすべてにおいて，XとWには負の相関がある。


 四つのグループのうちで Zの中央値が一番大きいのは，男子長距離グ

ループである。

� 四つのグループのうちで Zの範囲が最小なのは，男子長距離グループで

ある。

� 四つのグループのうちで Zの四分位範囲が最小なのは，男子短距離グ

ループである。

 女子長距離グループのすべての Zの値は２５より小さい。

	 男子長距離グループの Zの箱ひげ図はである。

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １４ ― （２１０４―１４）
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（出典：図�，図�はガーディアン社のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １５ ― （２１０４―１５）



 次の表�は，設問で定義された X，Wについて，女子長距離グループの

平均値，標準偏差および共分散を計算したものである。ただし，XとWの共

分散は，Xの偏差とWの偏差の積の平均値である。なお，表�の数値は正確

な値であり，四捨五入されていないものとする。

表� 平均値，標準偏差および共分散

Xの

平均値

Wの

平均値

Xの

標準偏差

Wの

標準偏差

XとWの

共分散

２．７５ ５１．１ ０．２００ ５．３６ ０．７５４

次の オ に当てはまる数値として最も近い値を，下の�～�のうちから

一つ選べ。

女子長距離グループのデータにおいて，XとWの相関係数は， オ で

ある。

� ０．６０３ � ０．６５３ � ０．７０３ � ０．７５３ � ０．８０３

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １６ ― （２１０４―１６）



 nを自然数とする。実数値のデータ x１，x２，…，xnに対して，平均値 xを

x＝
x１＋ x２＋…＋ xn

n

とおくと，分散 s２は

s２＝
x１２＋ x２２＋…＋ xn２

n
－（x）２

で計算できることが知られている。

次の カ ， キ に当てはまる数値として最も近い値を，下の�～�

のうちから一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

女子長距離グループのデータについて考える。

設問で定義された Xと Hの関係を用いると，設問の表�の数値によ

り，このグループの身長のデータを各々�乗した値の平均値は カ であ

る。また，このグループの身長の平均値が１６５．７のとき，このグループの身長

の分散は キ である。必要ならば，１６５．７２＝２７４５６．４９を用いてもよい。

� ４．００ � ２７．５ � ４３．５ � ４４．７ 	 １０４．４


 ２７５ � ４００ � ２７５００ � ７２３２５

数学Ⅰ

― １７ ― （２１０４―１７）



問題と解答は、独立行政法人　大学入試センターホームページより転載しています。
ただし、著作権上の都合により、一部の問題・画像を省略しています。
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